
ＶＯＬ．２
（平成２６年度～平成３０年度）

「関数」「資料の散らばり
と代表値」「確率」に関す
る問題を集めました。
ご活用ください。



年度 出題の趣旨

９ 関数の意味を理解している

１０（１） 比例の関係を式に表すことができる

１０（２） 反比例の意味を理解している

１０（３） 与えられた式を基に，事象における２つの数量の関係が比例であることを判断することができる

１０（４） 反比例について，グラフと表を関連付けて理解している

１１（１） 一次関数の変化の割合の意味を理解している

１１（２） 一次関数 y ＝a x ＋b  について，a とb の値とグラフの特徴を関連付けて理解している

３（１） 与えられた表やグラフから、必要な情報を適切に読み取ることができる

３（２） 事象を理想化・単純化して問題解決した結果を解釈し、数量の関係を数学的に説明することができる

６（１） 与えられたグラフを、事象に即して解釈することができる

６（２） グラフの特徴を事象に即して解釈し、結果を改善することができる

６（３） グラフの特徴を事象に即して解釈し、結果を改善して問題を解決する方法を説明することができる

９ 関数の意味を理解している

１０（１） 反比例のグラフが x 軸，y 軸に限りなく近づく２つのなめらかな曲線であることを理解している

１０（２） 与えられた比例の式について，そのグラフ上の点の x 座標を基に y 座標を求めることができる

１０（３） 与えられた比例のグラフから，x の変域に対応する y の変域を求めることができる

１１ 一次関数の表から，x と y の関係を式で表すことができる

１２（１） 時間と道のりの関係を表すグラフについて，グラフの傾きが速さを表すことを理解している

１２（２） 時間と道のりの関係を表すグラフから，与えられた時間における道のりを読み取ることができる

１（１） 与えられた情報から必要な情報を選択し，的確に処理することができる

１（２） 必要な情報を選択して的確に処理し，その結果を事象に即して解釈することができる

１（３） 事象を式の意味に即して解釈し，その結果を数学的な表現を用いて説明することができる

６（１） 与えられた式を基に，事象における２つの数量の関係が比例であることを判断できる

６（２） 与えられた表や式を用いて，問題を解決する方法を数学的に説明することができる

９（１） 比例の関係を表す表から変化や対応の特徴を捉え，x  の値に対応する y  の値を求めることができる

９（２） 比例の式について，x  の値の増加に伴う y  の増加量を求めることができる

９（３） 具体的な事象における２つの数量の関係が，反比例の関係になることを理解している

９（４） 反比例のグラフ上の点の座標から， x  と y の関係を式で表すことができる

１０（１） 一次関数のグラフの特徴について，表と関連付けて理解している

１０（２） 一次関数 y ＝ax ＋b について，変化の割合が一定で a の値に等しいことを理解している

１０（３） 一次関数のグラフから，x  の変域に対応する y  の変域を求めることができる

１１ 具体的な事象における一次関数の関係を式に表すことができる

２（１） 条件を基に，表から数量の変化や対応の特徴を捉え，x  の値に対応する y  の値を求めることができる

２（２） 加えるべき条件を判断し，それが適している理由を説明することができる

３（１） 与えられた情報から必要な情報を選択し，的確に処理することができる

３（２） グラフの傾きを事象に即して解釈することができる

３（３） 事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数学的に説明することができる

９ 関数の意味を理解している

１０（１） 与えられた比例の式について，x の値に対応するy の値を求めることができる

１０（２） 与えられた比例のグラフから，x とy の関係を y ＝ax の式で表すことができる

１０（３） 与えられた反比例の表において，比例定数の意味を理解している

１１（１） 一次関数のグラフの傾きと切片の値を基に，x とy の関係を y ＝ax ＋b  の式で表すことができる

１１（２） 与えられた一次関数の表において，変化の割合の意味を理解している

１２ 具体的な事象における２つの数量の変化や対応を，グラフから読み取ることができる

３（１） 与えられた表やグラフから，必要な情報を適切に読み取ることができる

３（２） 事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数学的に説明することができる

３（３） 数学的な表現を事象に即して解釈し，的確に処理することができる

９（１） 比例 y ＝ax  における比例定数 a  の意味を理解している

９（２） 与えられた比例のグラフから，x  の変域に対応する y の変域を求めることができる

９（３） 反比例について，グラフと表を関連付けて理解している

１０ 座標平面上に点の位置を示すことができる

１１（１） 一次関数 y ＝ax ＋b について，x の値の増加に伴う y の増加量を求めることができる

１１（２） 一次関数 y ＝ax ＋b  について，a 　と b の値とグラフの特徴を関連付けて理解している

１２ 一次関数の意味を理解している

３（１） 事象を理想化・単純化することで表された直線のグラフを事象に即して解釈することができる

３（２） グラフから必要な情報を読み取り，事象を数学的に解釈することができる

３（３） 事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数学的に説明することができる
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年度 出題の趣旨

１３（１） 度数分布表から相対度数を求めることができる

１３（２） ヒストグラムにおいて，中央値の意味を理解している

１４（１） 与えられた資料から中央値を求めることができる

１４（２） 与えられた資料の度数分布表について，ある階級の度数を求めることができる

５（１） 与えられた情報から必要な情報を選択し，的確に処理することができる

５（２） 資料の傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な表現を用いて説明することができる

５（３） 振り返って立てられた構想に沿って，事象を数学的に表現し，その意味を解釈することができる

１２（１） 資料を整理した表から最頻値を読み取ることができる

１２（２） 測定値が与えられた場面において，近似値と誤差の意味を理解している

５（１） 資料の傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な表現を用いて説明することができる

５（２） 与えられた情報から必要な情報を選択し，数学的に表現することができる

１４（１） 範囲の意味を理解している

１４（２） 与えられた度数分布表について，ある階級の相対度数を求めることができる

５（１） 資料から必要な情報を適切に読み取ることができる

５（２） 与えられた情報から必要な情報を選択し，事象に即して解釈することができる

５（３） 資料の傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な表現を用いて説明することができる

１４（１） 最頻値は，資料の中で最も多く出てくる値であることを理解している

１４（２） 与えられた資料から中央値を求めることができる

１（１） 与えられた情報から必要な情報を選択し，的確に処理することができる

１（２） 与えられた情報を分類整理し，不確定な事象の起こりやすさの傾向を捉えることができる

１（３） 不確定な事象の起こりやすさの傾向を捉え，判断の理由を説明することができる

１４（１） 確率の意味を理解している

１４（２） 樹形図などを利用して，確率を求めることができる

５（１） ある場合の得点を樹形図を利用して求めることで、与えられた情報を分類整理することができる

５（２） 不確定な事象の起こりやすさの傾向を捉え、判断の理由を説明することができる

１５（１） 起こり得る場合を順序よく整理し，場合の数を求めることができる

１５（２） 多数回の試行の結果から得られる確率の意味を理解している

１３（１） 「同様に確からしい」ことの意味や，前の試行が次の試行に影響しないことを理解している

１３（２） 簡単な場合について，確率を求めることができる

１５（１） 「同様に確からしい」ことの意味を理解している

１５（２） 簡単な場合について，確率を求めることができる

１５（１） 多数回の試行の結果から得られる確率の意味を理解している

１５（２） 表などを利用して，確率を求めることができる

１（１） 与えられた情報から必要な情報を選択し，的確に処理することができる

１（２） 与えられた情報を分類整理し，不確定な事象の起こりやすさの傾向を捉えることができる

１（３） 不確定な事象の起こりやすさの傾向を捉え，判断の理由を説明することができる
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「関 数」

☆平成２６年度 Ａ問題



☆平成２６年度 Ｂ問題



☆平成２７年度 Ａ問題



☆平成２７年度 Ｂ問題



☆平成２８年度 Ａ問題



☆平成２８年度 Ｂ問題



☆平成２９年度 Ａ問題



☆平成２９年度 Ｂ問題



☆平成３０年度 Ａ問題



☆平成３０年度 Ｂ問題



資料の活用「資料の散らばりと代表値」

☆平成２６年度 Ａ問題

☆平成２７年度 Ａ問題



☆平成２７年度 Ｂ問題

☆平成２８年度 Ａ問題



☆平成２８年度 Ｂ問題

☆平成２９年度 Ａ問題



☆平成２９年度 Ｂ問題



☆平成３０年度 Ａ問題

☆平成３０年度 Ｂ問題



資料の活用「確率」

☆平成２６年度 Ａ問題 ☆平成２６年度 Ｂ問題



☆平成２７年度 Ａ問題

☆平成２８年度 Ａ問題

☆平成２９年度 Ａ問題

☆平成３０年度 Ａ問題



☆平成３０年度 Ｂ問題


